
「
本
妙
日
臨
律
師
全
集
」
に
於
て
、
編
者
の
音
馬
氏
は
次
の
如
く
記
し
て
い
る
。
（
全
集
二
八
三
貢
）

（
１
）
（
２
）

「
文
政
元
年
五
月
律
師
は
二
三
の
弟
子
を
伴
っ
て
伯
州
日
野
郡
阿
毘
縁
（
あ
び
れ
）
に
下
ら
れ
た
。
当
時
の
法
要
山
阿
毘
縁
の
主
は
澄

心
院
日
淳
上
人
で
、
夙
に
艸
山
に
学
び
、
学
、
徳
円
備
の
誉
、
当
時
山
陰
道
を
圧
し
て
い
た
の
で
、
律
師
が
宗
門
の
崩
潰
を
未
然
に
防
が

ん
と
せ
ら
れ
た
点
電
意
気
投
合
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
う
が
、
居
る
こ
と
僅
か
に
半
歳
余
に
し
て
又
深
草
に
帰
っ
て
来
ら
れ
た
、
其

間
の
史
実
に
就
て
は
知
る
こ
と
能
は
ぬ
を
遺
憾
と
す
る
。
」
右
に
関
し
当
時
の
解
脱
寺
住
職
野
村
日
運
師
は
左
の
通
り
報
じ
て
い
る
。

「
先
師
本
妙
律
師
は
御
在
世
中
弊
寺
に
半
歳
余
り
御
滞
留
相
成
候
事
は
古
老
の
今
に
人
口
に
噌
灸
す
る
処
に
御
座
候
。
当
時
吾
山
十
二

代
澄
心
院
日
淳
師
在
住
中
に
し
て
、
師
亦
艸
山
流
の
一
人
に
し
て
当
山
の
中
興
な
る
と
共
に
、
三
十
年
間
の
在
職
中
寺
門
の
経
営
に
力

．
．
暇
と
ど
．

を
尽
し
、
一
方
学
徒
を
教
養
し
、
自
ら
は
五
辛
を
禁
め
、
律
僧
の
名
高
く
雲
伯
一
一
国
の
恵
能
字
法
縁
頭
た
り
、
当
時
そ
れ
よ
り
も
エ
ラ

イ
人
（
俗
に
学
、
徳
兼
備
の
人
）
来
ら
れ
居
り
、
共
に
山
内
に
檀
林
を
設
け
ん
と
て
、
三
間
に
十
一
間
の
寮
を
新
築
せ
り
。
然
る
に
突
如

と
し
て
、
右
の
エ
ラ
イ
人
去
ら
れ
し
故
、
其
儘
話
は
中
止
に
相
成
候
由
、
村
老
の
話
に
御
座
侯
。
別
紙
の
御
経
・
本
尊
等
の
年
次
に
依
り

察
す
る
鷹
文
政
元
年
秋
頃
よ
り
同
二
年
春
に
か
け
て
雪
中
越
年
な
さ
れ
し
も
の
と
存
候
。
（
以
上
は
大
正
五
年
七
月
十
五
日
発
行
臨
師

書
簡
集
第
三
版
に
増
補
せ
ら
れ
し
も
の
）

本
妙
日
臨
上
人
の
阿
毘
縁
山
行
に
つ
い
て

林

是
幹

（ 9 ）



雰
匿（
１
）
文
政
元
年
は
Ａ
Ｄ
一
八
一
八
年
律
師
二
十
六
歳

（
２
）
阿
毘
縁
山
、
解
脱
寺
現
在
鳥
取
県
日
野
郡
日
南
町
阿
毘
縁
六
三
五
（
昭
和
二
十
六
年
六
月
二
十
八
日
焼
失
）

創
立
、
慶
安
三
庚
寅
年
十
月
十
二
日

開
山
、
勅
賜
権
律
師
通
天
院
日
感
上
人
（
身
延
二
十
七
世
境
師
の
資
と
云
う
）

同
寺
の
創
立
は
同
国
米
子
町
本
教
寺
の
住
僧
日
要
上
人
及
び
檀
徒
長
尾
善
右
衛
門
、
桔
梗
屋
小
左
衛
門
の
三
人
力
を
尽
せ
る
結
果
成
就
せ
る
も
の
な

れ
ば
、
善
右
衛
門
の
法
号
日
解
、
小
左
衛
門
の
法
号
日
脱
を
取
り
て
、
法
要
山
解
脱
寺
と
名
付
け
し
も
の
に
し
て
阿
毘
縁
山
と
は
通
称
な
り

因
に
同
寺
々
史
は
「
日
蓮
宗
大
観
」
大
正
七
年
八
月
刊
三
九
一
頁
ニ
在
り

れ

野
村
日
運
師
解
脱
寺
第
二
十
一
世

昭
和
二
十
九
年
二
月
七
日
遷
化
世
寿
七
十
七
歳

同
地
に
存
す
る
臨
師
の
遺
墨
（
野
村
日
運
師
示
教
に
依
る
）

一
、
円
頓
三
部
法
華
経
要
文
抜
抄
折
本
八
葉
而
紺
紙
金
泥
也

文
政
元
年
八
月
日
筆
と
あ
り
．
、

二
、
弘
安
式
本
尊
辮
距
奉
垂
寸
位
三
幅

文
政
開
元
戊
寅
冬
十
一
月
焚
香
加
慎
本
妙
拝
写
」
の
脇
書
あ
り

旧因ぱ
身に 、

緊圃薯
木
下
寅
治
郎

何
れ
も
解
脱
寺
有
力
檀
家

三
、
佐
渡
始
顕
総
帰
命
の
本
尊
三
幅

長
サ
曲
尺
四
尺
一
寸
五
分

巾
〃
一
尺
九
寸

文
政
元
年
十
一
月
の
書
に
し
て
授
与
者
名
無
し

授
与
者
木
下
真
耕

〃
木
下
蕊
四

木
下
藤
四
郎

（〃）



借
て
臨
師
が
文
政
元
年
五
月
過
ぎ
伯
州
へ
下
ら
れ
た
の
で
で
あ
る
が
、
何
時
迄
同
地
に
居
ら
れ
た
の
か
に
就
い
て
は
、
野
村
師
は
前
記

の
如
く
越
年
さ
れ
た
と
し
て
い
る
が
、
之
は
そ
う
で
は
な
く
越
年
は
さ
れ
な
か
っ
た
様
で
あ
る
。

「
円
頓
三
部
法
華
経
要
文
抜
抄
」
の
執
筆
年
月
日
は
末
尾
に
「
文
政
元
年
八
月
日
」
と
署
名
が
あ
る
の
で
八
月
に
は
既
に
阿
毘
縁
に
居

（
註
）

ら
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
同
年
六
月
中
上
氏
へ
の
書
に
、

先
達
而
中
御
内
談
有
之
候
通
、
当
八
月
身
延
へ
御
参
詣
被
成
候
や
、
若
其
節
師
範
方
へ
御
立
よ
り
も
候
は
は
、
蚕
状
一
通
御
達
し
可
被

下
候
、
即
ち
艸
山
に
認
め
置
候
、
且
師
範
方
へ
の
不
孝
よ
ろ
し
く
御
申
訳
奉
希
候
、
兼
て
御
談
申
侯
通
り
江
戸
並
に
下
総
の
師
範
何
れ
も

厚
恩
を
蒙
り
候
事
な
れ
ば
、
八
幡
山
へ
計
り
は
下
り
申
さ
れ
ず
、
江
戸
へ
は
未
だ
出
ら
れ
不
申
、
是
事
よ
く
よ
く
御
話
し
可
被
下
候
。
（
下

略
）
（
全
集
二
六
七
貢
）

と
あ
り
、
「
即
ち
艸
山
に
認
め
置
候
」
と
は
、
一
見
伯
州
よ
り
書
を
寄
せ
た
如
く
見
え
る
が
、
此
書
執
筆
当
時
は
尚
艸
山
に
在
っ
て
、
既

四
、
小
形
本
尊
二
幅
帳
サ
袖
尺
聖
封
五
分

一
幅
文
政
元
年
九
月
吉
祥
日
授
与
之
幼
童
虎
太
郎
者
也

（
所
持
者
野
村
師
よ
り
祖
山
学
院
内
臨
師
追
慕
会
に
贈
る
と
在
る
）

一
幅
文
政
元
年
九
月
吉
辰
授
与
之
木
村
虎
太
郎
者
也

所
持
者
解
脱
寺
檀
家
木
村
喜
一
郎
所
蔵

所
持
者

五
、
宝
塔
一
基

解
脱
寺
を
距
る
五
丁
の
通
路
峠
通
称
馬
背
に
立
つ

右
は
臨
師
留
錫
中
木
下
自
然
庵
真
緋
が
臨
師
の
染
筆
を
得
て
建
立
せ
る
も
の
、
竿
方
形
塔
、
高
サ
曲
尺
六
尺
五
寸

尚
音
馬
氏
編
の
律
師
全
集
二
八
四
頁
以
下
に
阿
毘
縁
下
向
に
就
て
の
恵
正
師
の
窃
簡
写
真
並
に
故
稲
田
海
素
師
の
宗
宝

調
査
に
随
行
し
た
故
兜
木
正
亨
師
が
報
告
せ
る
同
村
内
の
臨
師
現
存
遺
物
目
録
を
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
今
は
略
す

(")



而
し
て
阿
毘
縁
退
去
の
時
期
に
就
い
て
は
、
同
年
冬
と
考
え
ら
ら
れ
る
。
文
政
元
年
暮
に
長
谷
中
上
氏
へ
の
来
書
に
、

野
生
名
代
乍
ら
潮
光
、
潮
音
相
下
し
候
事
は
、
霞
谷
の
庵
室
来
春
正
月
十
五
日
頃
な
ら
で
は
移
り
難
く
候
、
其
間
何
分
取
込
て
煩
敷
侯
間

年
越
相
兼
用
事
相
弁
度
候
て
こ
人
相
下
し
申
候
、
御
世
話
之
程
御
願
申
上
候
」
云
云

明
け
て
二
年
正
月
、
中
上
氏
へ
の
書
に
、

青
帝
之
吉
慶
千
里
同
風
目
出
度
申
龍
侯
先
以
御
地
御
信
者
中
惣
而
御
無
為
之
条
歓
喜
不
斜
候
、
先
〈
野
生
事
伯
州
不
契
二
付
、
関
東
へ
相

下
ル
積
り
’
一
候
処
」
と
あ
り
、
上
記
二
書
は
何
れ
も
艸
山
よ
り
発
し
た
も
の
で
、
同
年
暮
に
は
再
び
艸
山
に
帰
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

る
。
文
中
の
不
契
と
は
何
等
か
の
事
情
に
依
り
、
同
地
に
居
住
す
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
た
こ
と
を
い
う
、
そ
の
理
由
全
く
不
明
で
あ

る
が
、
一
“
つ
は
阿
毘
縁
の
冬
が
師
の
健
康
に
適
せ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
か
と
思
う
、
相
当
の
降
雪
地
で
あ
る
。
同
地
所
在
の
御
本
尊
の

執
筆
が
十
一
月
と
書
し
て
あ
る
こ
と
か
ら
推
測
す
る
と
、
律
師
が
同
地
退
去
の
記
念
に
授
与
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
も
考
え
る
、
斯

く
し
て
師
の
同
地
留
錫
は
約
半
歳
で
あ
っ
た
。
師
が
ど
う
し
て
阿
毘
縁
の
人
と
な
っ
た
の
か
、
恐
ら
く
当
時
の
艸
山
の
風
を
慨
さ
れ
た
結

果
と
思
う
、
元
政
上
人
の
遺
風
香
薫
既
に
薄
れ
て
、
住
む
人
と
て
は
世
俗
の
名
利
に
走
り
、
遊
戯
雑
談
に
日
を
明
し
暮
す
人
の
承
多
き
現

状
を
苦
な
し
し
く
思
い
居
り
し
際
、
学
徳
高
き
日
淳
上
人
を
慕
ひ
て
蚊
に
艸
山
を
去
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
日
淳
上
人
と
は
そ
も
如
何
な

に
伯
州
行
の
機
が
熟
し
た
の
で
特
に
書
状
の
在
所
を
艸
山
と
指
し
た
も
の
と
思
う
、
「
侭
候
」
と
既
に
認
め
済
み
で
あ
る
が
、
此
の
書
面

と
同
時
に
艸
山
よ
り
長
谷
へ
托
送
す
る
に
は
中
上
氏
の
身
延
参
詣
が
未
確
定
で
あ
る
こ
と
と
、
認
め
た
書
状
は
即
ち
「
小
生
三
度
の
書
簡

之
中
二
通
は
相
達
し
候
事
愁
中
之
幸
与
可
申
侯
」
と
述
べ
た
第
三
書
で
恐
ら
く
は
重
要
な
法
義
乃
至
弁
疏
を
含
ん
だ
も
の
で
あ
る
が
故

に
、
軽
含
に
托
送
も
出
来
兼
ね
る
た
め
、
長
谷
よ
り
身
延
へ
参
詣
す
る
に
は
順
路
で
あ
る
艸
山
へ
留
め
て
置
く
と
云
う
意
で
あ
る
と
考
え

に
、
軽
含
に
托
聖

る
も
の
で
あ
る
。

(I2)



師
生
来
霊
資
に
し
て
十
一
才
肉
兄
と
共
に
政
師
の
門
に
投
ず
、
肉
兄
病
弱
に
し
て
専
ら
読
経
唱
題
に
勤
め
し
が
、
二
十
三
才
に
し
て
化

す
、
日
淳
師
十
二
才
に
し
て
一
部
通
読
し
、
四
書
五
経
に
も
通
ず
、
政
師
之
を
愛
し
、
師
も
亦
自
ら
進
ん
で
遊
学
の
志
望
切
な
る
も
の
あ

り
、
遂
に
十
五
才
の
春
、
笈
を
負
う
て
西
京
に
入
る
。
出
立
に
際
し
て
総
代
の
木
下
真
耕
氏
銀
三
貫
を
与
え
、
尚
爾
後
の
学
資
を
給
せ
ん

と
誓
う
、
京
に
上
り
初
め
松
ヶ
崎
に
学
び
、
他
の
学
徒
と
見
識
学
解
を
異
に
し
て
、
二
ヶ
年
の
後
に
深
草
の
岸
に
入
り
、
政
公
の
風
を
慕

い
、
学
ぶ
事
十
五
年
間
の
長
期
に
及
ぶ
も
一
度
も
帰
省
せ
ず
、
政
師
自
ら
京
に
上
り
て
連
帰
る
、
之
れ
木
下
真
耕
氏
の
切
な
る
請
に
依
る

も
の
な
り
。
帰
来
後
伯
雲
の
二
州
を
廻
り
、
講
学
頭
陀
の
行
止
む
な
し
。
天
明
五
年
読
師
日
政
上
人
松
江
慈
雲
寺
に
転
住
せ
ら
る
る
に
随

従
し
て
入
り
、
同
寺
を
本
拠
と
し
て
私
塾
を
開
き
、
大
い
に
青
年
小
僧
教
育
に
努
む
、
師
日
政
上
人
は
表
面
師
跡
な
る
を
以
て
同
寺
へ
転

住
す
と
錐
も
、
内
実
は
淳
師
が
住
職
同
様
に
し
て
一
切
を
処
理
す
、
当
山
政
師
の
後
に
法
弟
日
研
上
人
十
一
代
と
し
て
出
雲
今
市
連
紹
寺

よ
り
住
職
あ
り
し
も
、
在
職
僅
か
に
五
年
、
寛
政
元
年
九
月
米
子
感
応
寺
へ
転
職
あ
り
し
か
ば
、
後
住
と
し
て
日
淳
師
入
山
あ
り
た
り
、

「
日
淳
上
人
は
澄
心
院
と
号
し
、
名
を
恵
能
と
い
う
、
雲
州
松
江
の
産
に
し
て
、
解
脱
寺
第
十
世
日
政
上
人
の
弟
子
、
寛
政
元
巳
酉
年

十
一
月
廿
九
日
、
三
十
二
歳
に
し
て
入
山
、
文
政
六
年
十
一
月
十
七
日
遷
化
、
世
寿
六
十
六
才
、
同
山
在
職
三
十
五
ヶ
年
、
中
興
開
基
で

あ
る
。

る
人
で
あ
っ
た
か
、

〔
註
〕
中
上
氏

臨
師
と
の
関
係
等
は
音
馬
氏
の
律
師
全
集
二
七
六
頁
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
能
勢
に
於
け
る
臨
師
の
外
護
者
の
随
一
で
あ
っ
て
徳
望
高
く
、
唯
一

の
文
字
あ
る
人
と
し
て
臨
師
の
信
頼
厚
く
村
内
の
消
息
の
全
て
は
同
人
に
宛
て
ら
れ
、
同
人
を
通
じ
て
一
切
の
こ
と
が
村
民
信
徒
中
へ
伝
達
せ
ら
れ
た

と
記
し
て
い
る
。

(I3)



当
時
淳
師
同
寺
と
慈
雲
寺
と
を
兼
職
し
て
往
復
す
、
木
下
真
耕
氏
最
も
尊
崇
し
、
出
雲
今
里
円
福
寺
（
解
脱
寺
縁
寺
）
を
中
宿
と
し
て
木

下
氏
同
寺
ま
で
送
迎
せ
り
と
伝
う
、
往
復
時
駄
馬
に
書
籍
を
積
ふ
て
常
に
怠
ら
ず
、
為
め
に
現
今
解
脱
寺
に
慈
雲
寺
名
記
入
の
三
大
部
、

草
山
集
、
外
数
種
の
書
冊
あ
り
、
叉
慈
雲
寺
に
も
解
脱
寺
の
雷
冊
あ
り
、
以
て
そ
の
篤
学
を
見
る
べ
し
、
寺
門
経
営
と
し
て
は
十
五
間
四

面
の
本
堂
を
発
企
す
と
云
々
」
（
以
上
野
村
日
運
師
の
示
教
に
依
る
）

．
因
み
に
日
淳
上
人
は
臨
師
よ
り
三
十
六
才
の
年
長
で
あ
っ
て
、
臨
師
が
艸
山
に
遊
学
し
た
時
は
、
既
に
淳
師
艸
山
を
去
っ
て
約
三
十
年

後
で
あ
っ
た
。
又
臨
師
が
阿
毘
縁
に
赴
い
た
文
政
元
年
は
淳
師
は
六
十
一
歳
、
臨
師
は
二
十
六
歳
で
あ
っ
た
、
而
し
て
文
政
六
年
二
師
倶

に
遷
化
せ
ら
れ
た
の
も
宿
縁
深
き
を
覚
え
る
の
で
あ
る
。

而
し
て
同
地
に
於
け
る
臨
師
の
日
常
生
活
に
就
い
て
は
口
碑
以
外
に
伝
わ
ら
ず
、
同
地
古
老
の
間
に
伝
わ
る
も
の
と
し
て
は
、
臨
師
は

寒
中
積
雪
五
六
尺
の
中
を
歩
尭
後
山
の
滝
に
打
た
れ
、
荒
行
を
さ
れ
た
と
云
う
こ
と
で
あ
る
。
尚
亦
野
村
師
の
通
信
に
依
れ
ば
、
日
野

郡
史
（
一
四
四
五
貢
）
に
は
田
中
智
学
氏
の
毒
鼓
殉
教
号
等
を
引
い
て
、
臨
師
を
以
て
不
受
不
施
を
強
調
し
た
人
の
如
く
記
し
て
い
る
と

の
由
で
あ
る
。
日
野
郡
史
を
見
な
い
の
で
詳
細
不
明
で
あ
る
が
、
既
に
野
村
師
亡
き
た
め
、
敢
え
て
留
め
て
参
考
と
す
る
次
第
で
あ
る
。

斯
く
し
て
阿
毘
縁
に
於
け
る
生
活
は
、
想
像
す
る
如
く
師
の
肉
体
的
理
由
に
依
る
も
の
か
、
或
は
亦
他
の
原
因
に
基
く
か
分
明
に
す
る

こ
と
は
出
来
ぬ
が
僅
か
半
歳
程
に
し
て
終
っ
た
。
結
果
と
し
て
短
期
内
に
終
っ
た
け
れ
ど
も
、
師
の
阿
毘
縁
入
山
は
一
時
的
留
錫
の
意
図

で
な
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
出
来
得
る
な
ら
ば
長
期
に
留
ま
ら
ん
と
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
前
後
の
書
簡
等
で
充
分
推
測
さ

れ
る
。
故
に
文
政
元
年
再
び
艸
山
に
帰
っ
た
当
時
の
臨
師
は
其
儘
艸
山
に
暮
す
意
志
は
全
然
無
か
っ
た
。

「
然
ハ
野
生
事
伯
州
不
契
に
付
関
東
へ
相
下
る
積
り
に
て
候
処
、
庵
主
達
而
留
ら
れ
候
二
付
艸
山
瑞
光
寺
も
余
り
静
に
も
無
之
候
間
霞

谷
へ
庵
を
立
申
候
、
是
は
則
ち
元
政
上
人
之
閑
居
竹
葉
庵
に
て
候
、
先
か
り
に
再
興
致
し
候
、
野
衲
金
子
之
所
持
は
路
用
の
余
り
金
二
両

(14)



（
註
）

有
之
候
処
、
艸
山
庵
主
、
立
本
寺
日
延
上
人
等
之
御
助
力
に
て
五
十
両
程
之
普
請
夢
の
如
く
成
就
致
候
、
是
も
仏
祖
之
御
計
ひ
と
難
有
奉

存
候
、
内
外
の
諸
道
具
等
迄
一
切
出
来
あ
が
り
、
う
つ
り
候
計
り
に
候
え
共
、
寒
気
に
て
壁
ぬ
る
事
な
り
不
申
、
待
遠
く
日
を
送
り
申
候

（
文
政
二
年
正
月
長
谷
中
上
氏
へ
送
る
）

以
上
の
如
く
、
抑
山
庵
主
の
熱
心
な
引
留
め
も
あ
り
、
旦
は
念
願
と
す
る
一
切
経
の
通
読
も
果
さ
な
い
こ
と
も
あ
り
、
絃
に
識
意
し
て

則
庵
建
立
の
上
再
び
艸
山
に
於
て
勤
学
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

文
化
十
四
年
正
月
の
雷
に
「
近
隣
の
末
庵
へ
う
つ
り
度
存
候
」
（
一
四
五
貢
）
と
報
じ
て
よ
り
満
二
ヶ
年
目
に
初
め
て
希
望
が
実
現
し

た
の
で
あ
っ
た
。

（
紹
介
）昨
年
立
正
大
学
小
野
文
班
師
が
、
大
崎
学
報
第
一
三
二
号
（
昭
和
五
十
四
年
三
月
発
行
）
に

「
本
妙
日
臨
律
師
の
研
究
」
そ
の
生
涯
に
つ
い
て
㈲
を
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
立
派
な
発
表
で
是
非
臨
師
鐵
仰
者
の
一
読
を
お
す
す
め
す
る
次
第
で
あ

る
。

林
是
幹

〔
註
〕
立
本
寺
日
延
上
人

神
妙
院
日
延
上
人
、
立
本
寺
四
十
四
世
天
保
七
丙
申
年
十
二
月
十
六
日
化
、
師
字
智
然
初
紀
州
直
川
本
恵
寺
六
世
。
武
州
用
地
本
立
寺
十
五
世
、
上
総

勝
浦
本
行
寺
廿
三
世
飯
高
城
下
谷
中
座
、
山
科
檀
林
百
八
十
三
世
文
講
、
従
し
其
瑞
二
世
干
当
山
一
焉
、
文
化
年
中
大
阪
巡
説
文
化
八
辛
未
年
祀
刹
殿
再

建
、
文
政
元
戊
寅
冬
嘱
二
干
守
玄
道
上
一
山
科
秀
典
寺
隠
遁
、
世
寿
八
十
二
歳
逝
（
立
木
寺
過
去
帳
）
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